
第９回社会技術研究シンポジウムプログラム 

「南海トラフの巨大地震への防災対策と社会技術」 

 
日時：平成 25 年 1 月 25 日（金）10：00～18：00 
場所：東京大学工学部 11 号館 1F 講堂（定員 138 名） 

 
09:30     開場 
10:00~10:10 挨拶 堀井 秀之（東京大学，社会技術研究会代表世話人） 

 
基調講演セッション 1：司会 堀井 秀之（東京大学） 
10:10~11:00 基調講演 1「減災を目指したコミュニティマネジメントとまちづく

り：計画学的支援手法の開発適用の事例を通して」 
岡田 憲夫（京都大学名誉教授） 

 
研究発表セッション 1：司会 小松崎 俊作（東京大学） 
社会技術研究論文集 Vol.9 からの発表 
11:00~11:20 行政・市民間の情報ギャップ解消のための公的営造物の情報提供に

関する研究 
松本 浩和（計量計画研究所） 

11:20~11:40 原子力事業者広報担当のマスメディア対応にみる平常時広報におけ

る認知分析 

土田 辰郎（東京大学） 

11:40~12:00  標準的技術指針確立のための社会技術 
加藤 省吾（東京大学） 

12:00~12:20  地域における低炭素社会ロードマップの作成とその実現可能性 
松野 正太郎（名古屋大学） 

12:20~12:40  研究発表セッション 1・総括 

 
12:40~13:40 昼食 

 
基調講演セッション 2：司会 飯塚 悦功（東京大学） 
13:40~14:30 基調講演 2「災害に強靭な地域医療情報連携システム」 

田中 博（東京医科歯科大学） 

 
 
 



研究発表セッション 2：司会 調整中（未定） 
シンポジウムのテーマに関する研究発表 
14:30~15:00 三連動地震の被害想定について 

西郷 貴洋（社会技術研究会事務局） 

15:00~15:30 南海地震に向けた高知県の取り組みについて 

北川 尚（高知県危機管理部） 

15:30~16:00 南海トラフに備える高台集団移転 ～沼津市内浦重須地区の挑戦と

課題～ 
森 傑（北海道大学） 

 
16:00~16:20 コーヒーブレイク 

 
16:20~18:00 パネルディスカッション 
「三連動地震に対する社会技術的防災」 
 司会： 城山 英明（東京大学） 

パネリスト： 
田中 博（東京医科歯科大学） 
堀井 秀之（東京大学） 
森 傑（北海道大学） 
＋1 名調整中（未定） 

 

＜会場のご案内＞ 

東京大学工学部 11 号館 1 階講堂（東大正門北側，スターバックスのある建物です） 
〒113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1 

 

＜申込方法＞ 

参加費：無料 
申込締切：定員になり次第、締切らせて頂きます。 
申込方法：E-Mail でのお申込となります。 

下記の①～⑤をご記入の上、事務局（staff@shakai-gijutsu.org）までご

連絡下さい。 

【ご記入いただく内容】 

①ご氏名（ふりがな）（必須） 

②ご所属機関名 

③部署名 

④連絡先ご住所（必須） 

⑤E-Mail アドレス（携帯メールアドレス不可）（必須） 

 



＜お問合せ先＞ 

社会技術研究会事務局 
〒113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1 工学部 11 号館 3 階 
東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻 堀井教授室内 

TEL : 03-5841-6091     FAX : 03-5841-7496 


